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はじめに


















1983 年に至る POSCO への日本側民間の協力、1984 年の全斗煥大統領と



















「奇跡」の成長から 70 年代の G7 参加から 80 年代の「ジャパン・アズ・
ナンバーワン」としてアジアを牽引する勢いを示した。この間韓国経済は、
「四つの龍」の一つとして日本に次ぐアジア経済のリーダーとして冷戦期
を終了した。その中から 1996 年には OECDに加盟、ついで、ヒュンダイ
































































2013 年 12 月の安倍総理の靖国参拝、2014 年 7 月の集団的自衛権行使の
閣議決定も韓国側からの激しい反発を生んだ。安倍・朴の両首脳間の関係















































































































府) に入り、6月 20 日駿府城にて家康に謁見した。






( 1 ) 本論考の記述は、2014 年 8 月 28 日から 30 日まで、済州島にて北東アジ
ア研究財団及びチョウセン・イルボー主催の「日韓関係の正常化と展望」に
提出した論考と軌を一にしている。
( 2 ) 東郷和彦『歴史認識を問い直す：靖国・慰安婦・領土問題』角川ワンテー
マ 21、2013 年、150〜151ページ
( 3 ) http : //www.kunaicho.go. jp/okotoba/01/okotoba/okotoba-h22e.html#D1008













































































































































































11 年 9 月に名古屋大学の池内敏教授と嶺南大学金秀姫の間で、歴史実
証主義を尊重した真剣な議論が行われた
( 9 )
。私の手元にいま、12 年 12 月に
池内敏先生がこれまでの論考をまとめて発行した『竹島問題は何か』があ
























( 4 ) 本節の記述は、拙著『歴史認識を問い直す』第 2 章「竹島問題」54〜60
ページ参照。
( 5 ) 外務省HP：『竹島問題を理解するための 10 のポイント』7
( 6 ) 保阪正康・東郷和彦『日本の領土問題：北方領土、竹島、尖閣諸島』角川
ワンテーマ 21、2012 年 2 月、87〜94ページ
( 7 ) 本節の記述は、拙著『歴史認識を問い直す』第 2章「竹島問題」60〜64、
67〜75ページ参照。
( 8 ) ロー・ダニエル『竹島密約』草思社、2008 年
( 9 ) 前掲共著『日本の領土問題』201ページ
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